第５回考古学セミナー「考古学論文の内部構造」案内
日　時　　２０１１年３月２０日（日）午後１時から
場　所　　豊橋市職員会館３０１会議室（豊橋市八町通 二丁目16）
テーマ　　「考古学論文の内部構造」考古学論文を構成する二つの事象、考古学資料の認識方法と認識された資料から復元する歴史像の関係について議論します。

テキスト　１）1991贄　元洋「様式と型式」『考古学研究』第38巻第2号（通巻150号）　　　　　 　　　

２）北條芳隆「関東の前期古墳」
北條芳隆「大和」原風景の誕生－倭王権が描いた交差宇宙軸－『死の機能　前方後円墳とは何か』岩田書店2009
申し込み　定員２０名　事前申し込み先着順（贄までご連絡ください）

懇親会　　午後６時から　懇親会のみの参加でも結構です。（贄までご連絡ください）
内　容　　今回は、東海大学教授の北條芳隆先生が参加されます。贄・北條両名の著作を題材に、著者本人同士の白熱した議論になるものと期待されます。
　　　　　なお、北條先生のブログ「私的な考古学」に第４回セミナー「書く意義のある論文と無い論文」が紹介されています。ぜひご覧ください。

１）開催趣旨説明

２）第１～４回セミナーの概要説明

３）贄　元洋「様式と型式」検討

４）北條芳隆「関東の前期古墳」検討

５）北条先生による講評
